
2007 年度極地雪氷分科会総会プログラム 
 

日時：２００７年９月２５日（火）１６：３０～１８：１０ 

会場：富山大学五福キャンパス教養教育棟１番教室（C会場） 

   富山大学までは JR 富山駅前(南口)から地鉄市内電車「大学前」終点下車。日中は 10 分間

隔で運行。 

 

挨拶     会長 本山秀明 （極地研） 

 

１．第 VI 期及び第Ⅶ期南極観測 WG （16:30-16:55）                予定時間 

   南極観測報告 

第 47 次越冬隊報告           斉藤 健（北大低温研）    （10 分） 

第 48 次夏期報告            本山秀明（極地研）      （5 分） 

第 48 次越冬隊の現況          藤田秀二（極地研）      （5 分） 

第 49 次隊計画             藤田秀二（極地研）      （5 分） 

 

２．第二期ドーム計画報告     （16:55-17:05） 

   深層掘削と ICC による研究体制について 本山秀明（極地研）      （5 分） 

   研究の進捗状況             東久美子（極地研）       （5 分） 

 

３．国際対応幹事報告           (17:05-17:30)     担当：杉山 慎（北大低温研）  

IPICS全般               本山秀明（極地研）      （5分） 

北極NEEM計画およびIACS        東久美子（極地研）      （10分） 

IPY2007-2008およびAFoPS        藤井理行（極地研）（杉山代読）(5分） 

南極大学               杉山 慎（北大低温研）    （5分） 

 

４．Web 対応幹事報告              （17:30-17:35）  

舘山一孝（北見工大）(亀田代読) (5 分） 

 

５．南極観測将来計画検討WGの立ち上げ(17:35-17:50)    担当：本山秀明（極地研）       

   第6期南極観測将来計画検討WGの総括   榎本浩之（北見工大）      (5分） 

   南極観測の将来について        本山秀明（極地研）       (10分) 

    極地研での新世代南極観測シンポジウム報告   

航空機ネットワークの現状、IPICS全般今後の進め方 

 

６．第二期ドームふじ観測計画での雪氷・気象観測特集号（南極資料）の状況 (17:50-17:55) 

                      亀田貴雄（北見工大）     （5 分） 

 

７．事業・会計報告 (17:55-18:00)      亀田貴雄（北見工大）        （5 分） 

 

８．その他                                        （5 分） 

 



極地雪氷分科会ミニシンポジウム 

 

日時：２００７年９月２５日（火）１８：３０～１９：００ 

会場：富山大学五福キャンパス教養教育棟１番教室（C会場） 

講演タイトルおよび講演者： 

Russian glaciological investigations at Vostok station:  
Paleoclimate and lake Vostok study 

（南極ボストーク基地でのロシアによる雪氷学的研究：古気候とボストーク湖研究） 

by Dr. Alexey Ekaykin 
(Arctic and Antarctic Research Institute, Russian Academy of Sciences and JSPS 
research fellow at Institute of Low Temperature Science, Hokkaido University) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


